
は
じ
め
に

（
�
）

萩
谷
朴
氏
編
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
八
巻
に
は
「
貴
布
祢
社
歌
合
」
と

し
て
後
掲
の
七
首
の
和
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
合
の
原
資
料
自
体

は
散
佚
し
て
お
り
、
氏
が
諸
書
か
ら
集
成
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
七
月
に
催
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
貴

船
社
歌
合
」
に
つ
い
て
、
萩
谷
氏
の
業
績
を
踏
襲
し
つ
つ
、
歌
人
・
歌
題
・

詠
作
の
場
な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
、
最
終
的
に
、
当
該
歌
合

が
、
貴
船
川
上
流
に
位
置
す
る
貴
船
神
社
で
は
な
く
、
上
賀
茂
神
社
（
正
式

名
称
「
賀
茂
別
雷
神
社
」）
境
内
の
摂
社
「
貴
布
祢
神
社
」
で
催
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
混
同
を
避
け
る
た
め

に
、
賀
茂
別
雷
神
社
内
の
「
貴
布
祢
神
社
」
は
、
引
用
の
場
合
を
除
き
、
現

在
の
呼
称
で
あ
る
「
新
宮
神
社
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
厳
密
な

引
用
を
す
る
場
合
を
除
き
、
神
社
名
や
地
名
に
関
し
て
は
「
貴
船
」
表
記
で

統
一
す
る
。

第
１
節

文
治
三
年
貴
船
社
歌
合

萩
谷
朴
氏
が
大
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
を
刊
行
し
た
後
、『
新
編
国
歌

大
観
』
全
一
〇
巻
（
角
川
書
店
）
が
一
九
八
三
年
か
ら
順
次
刊
行
さ
れ
、
や

が
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
仮
名
一
字
で
も
検
索
で
き
る
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ

版
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
が
発
売
さ
れ
た
。
本
稿
は
『
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ

（
�
）

Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
』
で
検
索
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
』（
以
下
『
新
大
観
』
と
略
す
）
で
「
貴

船
（
貴
舟
・
貴
布
祢
・
き
ぶ
ね
等
）」
と
「
歌
合
」
と
を
合
せ
て
語
彙
検
索

に
か
け
る
と
、
以
下
の
事
例
が
表
示
さ
れ
る
。
和
歌
を
引
用
す
る
際
は
概
ね

『
新
大
観
』
の
表
記
の
ま
ま
に
し
た
。
和
歌
集
名
『
○
○
和
歌
集
』
は
引
用

の
場
合
を
除
き
『
○
○
集
』
と
略
す
。

【
資
料
１
】「
文
治
三
年
貴
船
社
歌
合
」
集
成
稿

Ａ

い
は
ま
わ
け
た
ぎ
り
な
が
る
る
貴
布
禰
河
は
や
き
は
神
の
し
る
し
と
ぞ

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

三

浦

俊

介
六
五



見
る

（『
万
代
集
』
巻
七
、
一
六
一
七
番
、
詞
書
「
貴
布
禰
社
歌
合
に
、
山
水

を
」、
正
三
位
季
能
）

Ｂ

神
山
の
峰
の
滝
つ
せ
き
よ
け
れ
ば
み
た
ら
し
河
の
底
も
す
み
け
り

（『
夫
木
抄
』
巻
二
〇
、
八
二
八
三
番
、
詞
書
「
貴
布
禰
御
社
歌
合
」、

寂
超
法
師
）

Ｃ

か
も
山
の
谷
の
み
た
ら
し
む
す
ぶ
ま
に
み
づ
は
ぐ
む
ま
で
み
ゆ
る
か
げ

か
な

（『
夫
木
抄
』
巻
二
〇
、
八
二
八
七
番
、
詞
書
「
貴
布
禰
社
歌
合
」、
賀

茂
重
保
）

Ｄ

貴
ぶ
ね
川
な
が
れ
久
し
き
谷
水
の
又
い
く
千
世
か
す
ま
ん
と
す
ら
ん

（『
夫
木
抄
』
巻
二
〇
、
八
八
二
八
番
、
詞
書
「
文
治
三
年
貴
船
社
歌

合
」、
広
言
）

Ｅ

た
の
み
く
る
こ
こ
ろ
も
す
ず
し
き
船
川
岩
ね
を
こ
ゆ
る
た
き
の
し
ら
た

ま（『
夫
木
抄
』
巻
二
四
、
一
一
二
三
一
番
、
詞
書
「
文
治
三
年
貴
船
社
歌

合
」、
成
家
）

Ｆ

た
の
み
く
る
心
も
す
ず
し
き
ぶ
ね
川
岩
ね
を
こ
ゆ
る
滝
の
し
ら
玉

（『
夫
木
抄
』
巻
二
六
、
一
二
三
七
七
番
、
詞
書
「
文
治
二
年
貴
船
歌

合
」、
成
家
）

Ｇ

み
づ
が
き
の
か
げ
に
ぞ
見
ゆ
る
き
ぶ
ね
河
ひ
さ
し
く
す
め
る
神
の
こ
こ

ろ
は

（『
夫
木
抄
』
巻
三
四
、
一
六
一
五
三
番
、
詞
書
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社

歌
合
」、
法
橋
顕
昭
）

Ｈ

す
ず
し
や
と
ま
き
の
い
た
ど
を
さ
さ
ぬ
ま
に
ま
た
で
ね
ま
ち
の
月
も
な

が
め
つ

（『
高
良
玉
垂
神
秘
書
紙
背
和
歌
』
三
〇
九
番
、
詞
書
「
貴
舟
歌
合
文
治

三
七
」、
藤
隆
信
）

各
資
料
か
ら
８
例
７
首
の
和
歌
が
集
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
詞
書
や
作
者
名

な
ど
か
ら
、「
貴
船
社
歌
合
」
が
、
①
文
治
三
年
に
挙
行
さ
れ
た
こ
と
、
②

歌
題
の
一
つ
に
「
山
水
」
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
参
加
者
と
し
て
季
能
・
寂
超

法
師
・
賀
茂
重
保
・
広
言
・
成
家
・
法
橋
顕
昭
・
藤
原
隆
信
が
連
な
っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
Ｆ
の
詞
書
に
「
文
治
二
年
」
と
あ
る
の
は
誤
記
で
あ
ろ

う
。
Ｈ
の
詞
書
に
「
貴
舟
歌
合
文
治
三
七
」
と
あ
る
の
は
「
文
治
三
年
七

月
」
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
催
行
の
月
に
つ
い
て
は
他
の
資
料

に
は
見
え
な
い
。

（
�
）

以
下
、
歌
人
た
ち
の
経
歴
に
つ
い
て
『
和
歌
大
辞
典
』
や
『
新
大
観
』
所

（
�
）

収
諸
書
解
題
、『
公
卿
補
任
』、『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
を
用
い
て
略
述
す
る
。

Ａ
の
季
能
の
姓
は
藤
原
。
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
生
ま
れ
、
承
元
四
年

（
一
二
一
〇
）
出
家
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
没
。
文
治
三
年
に
は
三
四

歳
、
非
参
議
従
三
位
右
京
大
夫
で
あ
る
。
季
能
の
和
歌
を
『
新
大
観
』
で
検

索
す
る
と
、
約
一
八
〇
首
（
重
複
あ
り
）
の
和
歌
が
検
出
で
き
る
が
、「
貴

船
」
を
詠
ん
だ
和
歌
は
当
該
歌
以
外
に
は
見
え
な
い
。
勅
撰
集
と
し
て
は
文

治
三
年
九
月
に
奏
覧
さ
れ
た
『
千
載
集
』
が
初
出
で
あ
る
。

Ｂ
の
寂
超
は
俗
名
藤
原
為
経
、
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
頃
に
生
ま
れ
、

六
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康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
出
家
し
、
兄
寂
念
（
為
業
）、
弟
寂
然
（
頼
業
）

と
合
わ
せ
て
「
大
原
三
寂
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
掲
の
隆
信
の
父
で
あ

る
。
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
詞
書
ど
お
り
文
治
三
年
に
当
該
歌
合
に
参
加

し
た
の
で
あ
れ
ば
七
四
歳
で
あ
る
。『
千
載
集
』
初
出
。

Ｃ
の
賀
茂
重
保
に
つ
い
て
、『
新
大
観
』
所
収
『
月
詣
集
』
解
題
（
杉
山

重
行
氏
執
筆
）
に
は
「
重
保
の
生
没
年
は
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
か
ら
建

久
二
年
（
一
一
九
一
）
一
月
一
二
日
、
七
三
歳
。
賀
茂
神
主
重
継
の
男
。
永

万
二
年
（
一
一
六
六
）
六
月
片
岡
祝
か
ら
別
雷
社
権
禰
宜
、
嘉
応
元
年
（
一

一
六
九
）
四
月
一
六
日
従
四
位
下
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
九
月
二
八
日

別
雷
社
神
主
に
補
せ
ら
れ
る
。
俊
成
を
和
歌
の
師
と
仰
い
だ
と
い
わ
れ
、
ま

た
歌
林
苑
に
も
交
わ
り
、
俊
恵
と
親
交
が
深
か
っ
た
」
と
あ
る
。
文
治
三
年

に
は
六
八
歳
。
重
保
歌
は
『
新
大
観
』
で
九
十
首
ほ
ど
検
出
で
き
る
。『
千

載
集
』
初
出
。

Ｄ
の
広
言
の
姓
は
惟
宗
、
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
和
歌
大
辞
典
』

に
拠
れ
ば
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
従
五
位
下
で
、
承
元
二
年
（
一
二
〇

八
）、
七
二
歳
没
と
い
う
説
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
文
献
上
は
当
該

「
文
治
三
年
貴
布
祢
社
歌
合
」
の
出
詠
が
最
終
的
な
事
跡
で
あ
る
（『
新
大

観
』
所
収
『
広
言
集
』
解
題
、
松
村
雄
二
氏
執
筆
）。
文
治
三
年
に
は
五
〇

歳
前
後
。
私
家
集
『
惟
宗
広
言
集
』（
後
述
の
「
寿
永
百
首
」
の
一
つ
）
な

ど
に
他
の
「
貴
船
」
歌
は
な
い
。『
千
載
集
』
初
出
。

Ｅ
Ｆ
の
成
家
の
姓
は
藤
原
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
生
ま
れ
、
健
保

三
年
（
一
二
一
五
）
に
出
家
し
、
承
久
二
年
（
一
二
三
〇
）
に
没
し
た
。
俊

成
の
長
子
で
、
定
家
の
兄
で
あ
る
。
文
治
三
年
に
は
三
二
歳
、
従
四
位
下
。

『
千
載
集
』
初
出
。

Ｇ
の
法
橋
顕
昭
は
俗
姓
藤
原
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
頃
に
生
ま
れ
、

藤
原
顕
輔
の
猶
子
と
な
り
、
六
条
藤
家
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
和
歌
活
動

を
し
た
。
寿
永
・
元
暦
（
一
一
八
二
〜
一
一
八
五
）
頃
に
仁
和
寺
に
入
り
、

法
橋
位
に
ま
で
の
ぼ
る
。『
万
葉
集
時
代
難
事
』『
袖
中
抄
』『
六
百
番
陳
状
』

ほ
か
の
著
作
が
あ
る
。
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
以
後
に
没
し
た
と
思
わ
れ

る
。
文
治
三
年
に
は
五
七
歳
。『
千
載
集
』
初
出
。

Ｈ
の
藤
隆
信
は
藤
原
隆
信
（
一
一
四
二
〜
一
二
〇
五
）、
似
絵
の
名
人
と

し
て
も
名
高
い
。
寂
超
の
子
で
、
成
家
・
定
家
の
同
母
兄
で
も
あ
る
。
文
治

三
年
に
は
四
五
歳
。
私
家
集
『
隆
信
集
』（「
寿
永
百
首
」
の
一
つ
）
に
「
貴

船
」
の
和
歌
は
な
い
。『
千
載
集
』
初
出
。

貴
船
社
歌
合
に
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
歌
人
た
ち
は
全
員
が

『
千
載
集
』
初
出
の
歌
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
文
治
三
年
の
時
点
で
は
神
職
か

僧
侶
か
、
四
位
以
下
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
多
く
が
歌
林
苑
や
六
条
藤
家
と
関
わ
り
が
あ
る
。
歌
林
苑

と
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
頃
か
ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
頃
ま

で
、
京
の
白
河
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
俊
恵
法
師
の
坊
に
集
ま
り
、
歌
合
や

私
撰
集
の
詠
作
・
編
纂
な
ど
を
し
て
い
た
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。「
会
衆
」、

現
代
的
に
言
え
ば
「
同
人
」
た
ち
で
名
前
の
判
明
し
て
い
る
者
は
三
六
名
に

（
�
）

及
ぶ
。
村
瀬
敏
夫
氏
は
「
ほ
と
ん
ど
が
地
下
の
僧
俗
か
ら
成
る
歌
人
集
団
で

（
中
略
）
概
し
て
六
条
藤
家
の
影
響
を
蒙
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
集
団
で
参
加

し
た
歌
合
も
、
六
条
藤
家
関
係
の
も
の
が
多
い
（
中
略
）（
だ
か
ら
と
い
っ

て
│
稿
者
補
）
御
子
左
家
に
対
抗
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た
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い
る
。

ま
た
、
歌
林
苑
を
経
済
的
に
支
援
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
賀
茂
重
保
と
の

関
連
で
言
え
ば
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
成
立
し
た
重
保
撰
『
月
詣

集
』
も
重
要
で
あ
る
。『
月
詣
集
』
は
重
保
が
当
代
歌
人
た
ち
三
六
人
に
百

首
ず
つ
提
出
さ
せ
た
「
寿
永
百
首
」
を
中
心
に
「
兼
実
家
百
首
」
や
「
久
安

百
首
」
な
ど
か
ら
集
歌
編
集
し
、
上
賀
茂
神
社
に
奉
納
し
た
秀
歌
選
で
あ

る
。
寿
永
百
首
は
「
歌
林
苑
や
賀
茂
社
家
に
縁
の
深
い
新
興
武
門
や
地
下
隠

遁
者
・
女
房
な
ど
二
流
歌
人
の
家
集
に
限
ら
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
」（『
和

歌
大
辞
典
』「
寿
永
百
首
」
項
、
松
野
陽
一
氏
執
筆
）
と
い
う
。

『
月
詣
集
』
に
収
載
さ
れ
た
和
歌
の
作
者
の
中
に
、
重
保
（
歌
数
は
二
三

首
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
季
能
（
四
首
）・
寂
超
（
一
首
）・
広
言
（
七

首
）・
成
家
（
二
首
）・
顕
昭
（
一
六
首
）・
隆
信
（
一
二
首
）、
貴
船
社
歌
合

参
加
者
全
員
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
緊
密
な
関
係
性
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、
第
１
節
で
は
、
①
文
治
三
年
七
月
に
催
さ
れ
た
「
貴
船
社
歌
合
」

の
和
歌
を
７
首
集
成
し
、
②
作
者
全
員
が
、
貴
船
社
歌
合
が
挙
行
さ
れ
た
直

後
の
九
月
に
奏
覧
さ
れ
た
勅
撰
集
『
千
載
集
』
初
出
の
歌
人
で
あ
る
こ
と
、

③
作
者
全
員
が
、
賀
茂
社
神
主
家
の
賀
茂
重
保
が
編
纂
し
た
『
月
詣
集
』
の

和
歌
作
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
２
節

歌
題
「
山
水
」

貴
船
社
歌
合
が
何
人
で
挙
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
歌
題
が
課
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
Ａ
の
季
能
の
和
歌
に

「
山
水
を
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
山
水
」
と
い
う
歌
題
が
出
さ

れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。「
山
水
」
そ
の
も
の
は
直
接
的
に
季
節
と
結
び

む
す
び
だ
い

つ
か
ず
、
後
述
の
如
く
「
月
」
や
「
氷
」
と
組
み
合
わ
せ
て
結
題
と
す
る

こ
と
で
季
節
を
限
定
す
る
無
季
の
題
で
あ
る
。

さ
て
、
貴
船
社
歌
合
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
事
例
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と

し
て
「
山
水
」
を
詞
書
や
左
注
に
持
つ
和
歌
を
検
証
す
る
と
い
う
方
法
が
あ

る
。『
新
大
観
』
で
「
山
水
」
を
検
索
す
る
と
、
八
十
余
の
用
例
が
見
出
せ

る
。
た
だ
し
、
検
索
ソ
フ
ト
は
文
脈
を
無
視
し
て
言
葉
続
き
だ
け
で
検
索
す

る
の
で
、「
深
山
水
鶏
」（
山
家
集
・
夏
・
二
三
二
番
詞
書
）
や
「
忍
山

水

無
瀬
河
」（
建
保
名
所
百
首
・
題
）
な
ど
が
偶
然
検
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の

無
関
係
な
事
例
を
削
除
し
て
分
析
す
る
と
、
詞
書
に
お
け
る
「
山
水
」
は
以

下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
掲
載
順
は
概
ね
『
新
大
観
』
に
従
い
、「
山
水
」

題
で
詠
作
し
た
歌
人
名
を
（

）
内
に
補
っ
た
。
漢
詩
題
や
近
世
の
事
例
の

多
く
は
割
愛
し
た
。
漢
数
字
・（
ひ
ら
が
な
）・
ａ
ｂ
ｃ
の
順
に
整
理
し
た
。

【
資
料
２
】
詞
書
に
お
け
る
「
山
水
」
の
分
類

一

和
歌
・
漢
詩
の
分
類
上
与
え
ら
れ
た
項
目

・
和
漢
朗
詠
集
「
山
水
」・
新
撰
朗
詠
集
「
山

付
山
水
」

二

歌
会
・
歌
合
に
お
け
る
歌
題
な
ど

（
あ
）
一
字
題
（
漢
字
二
字
の
も
の
を
含
む
）「
山
水
」

・
貴
船
社
歌
合
ほ
か
（
後
述
）

（
い
）
結
題

ａ
「
月
浮
山
水
」

六
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・
詞
花
集
（
藤
原
忠
兼
）・
国
基
集
（
津
守
国
基
）・
公
賢
集
（
中
園
公
賢
）

ｂ
「
月
照
山
水
」

・
千
載
集
（
法
眼
長
真
）・
林
葉
集
（
俊
恵
）
覚
綱
集
（
覚
綱
）・
皇
太
后
宮

大
進
集
（
大
進
）・
万
代
集
（
若
水
）

ｃ
「
雨
後
山
水
」

・
続
詞
花
集
（
藤
原
基
俊
）

ｄ
「
落
花
満
山
水
」

・
範
宗
集
（
藤
原
範
宗
）

ｅ
「
山
水
始
氷
」

・
拾
玉
集
（
慈
円
）・
秋
篠
月
清
集
（
藤
原
良
経
）

ｆ
「
氷
留
山
水
」

・
月
詣
集
（
西
行
）・
山
家
集
（
西
行
）

ｇ
「
月
の
ま
へ
の
山
水
」

・
後
葉
集
（
藤
原
忠
兼
）

ｈ
「
山
水
あ
き
ふ
か
し
」

・
範
永
集
（
藤
原
範
永
）

ｉ
「
山
水
落
花
」・
ｊ
「
山
水
氷
」

・
夫
木
抄
（
源
仲
正
）

ｋ

詩
歌
合
題
「
山
水
落
花
多
」

・
光
経
集
（
光
経
）

ｌ

詩
歌
合
題
「
雪
中
山
水
望
」

・
守
遍
詩
歌
合
（
守
遍
）

三

引
用
文

ｍ

涅
槃
経
「
人
命
不
停
速
於
山
水
」（
正
し
く
は
「
人
命
不
停
過
於
山

水
」）

・
山
家
集
（
西
行
）・
小
侍
従
集
（
小
侍
従
）

ｎ

李
嶠
百
二
十
詠
「
含
毫
山
水
隈
」・「
山
水
含
春
動
」

・
百
詠
和
歌

ｏ

周
易
「
山
水
蒙
」

・
六
帖
詠
草

四

山
水
画
関
連

・
賀
陽
院
水
閣
歌
合
・
三
十
二
番
職
人
歌
合
・
後
十
輪
院
内
府
集
（
中
院
通

村
）
ほ
か

五

そ
の
他
の
一
般
的
な
用
法

ｐ

詞
書
「
山
水
を
む
す
び
て
よ
み
侍
り
け
る
」（
新
古
今
集
、
一
七
一

〇
番
、
能
因
法
師
）

ｑ

詞
書
「
春
の
梅
津
と
名
に
立
て
る
花
の
盛
り
も
流
る
る
が
如
く
移

り
、（
中
略
）
か
な
た
こ
な
た
見
や
る
に
、
山
水
遙
か
に
晴
れ
て
、

西
は
松
尾
、
南
は
生
駒
に
続
き
て
見
ゆ
る
は
、
大
和
路
の
山
山
な
る

べ
し
。（
下
略
）（
六
帖
詠
草
・
五
九
六
番
・
小
沢
蘆
庵
）

一
字
題
で
あ
る
「
山
水
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
結
題
で
和
歌

を
詠
ん
だ
歌
人
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

ａ
「
月
浮
山
水
」
で
作
歌
し
た
藤
原
忠
兼
は
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
以

前
の
歌
歴
の
あ
る
歌
人
、
津
守
国
基
は
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
に
八
〇
歳

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

六
九



で
没
し
た
歌
人
、
中
園
公
賢
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
に
七
〇
歳
で
没
し

た
歌
人
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
時
期
が
異
な
る
の
で
、
同
一
の
歌
合
・

歌
会
で
の
詠
で
は
な
い
。

ｂ
「
月
照
山
水
」
で
作
歌
し
た
四
人
は
す
べ
て
歌
林
苑
会
衆
で
あ
る
。
長

真
は
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
に
四
二
歳
で
生
存
が
確
認
で
き
る
歌
人
、
俊

恵
は
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
生
ま
れ
で
歌
林
苑
の
中
心
人
物
、
覚
綱
は
治

承
・
文
治
（
一
一
七
七
〜
一
一
九
〇
）
頃
の
歌
人
。
皇
太
后
宮
大
進
（
若

水
）
は
生
没
年
未
詳
だ
が
、「
寿
永
百
首
」
を
重
保
に
献
じ
て
い
る
。

ｃ
「
雨
後
山
水
」
の
藤
原
基
俊
（
一
〇
六
〇
〜
一
一
四
二
）
は
『
新
撰
朗

詠
集
』
を
編
纂
し
た
和
漢
に
秀
で
た
歌
人
。
ｅ
「
山
水
始
氷
」
の
慈
円
（
一

一
五
五
〜
一
二
二
五
）
は
九
条
兼
実
の
同
母
弟
で
天
台
座
主
、
藤
原
良
経

（
一
一
六
九
〜
一
二
〇
六
）
は
兼
実
の
二
男
。
二
人
は
叔
父
・
甥
の
関
係
で

あ
る
か
ら
同
一
の
歌
会
（
詳
細
不
明
）
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
ｆ
「
氷
留
山
水
」
の
西
行
（
一
一
一
八
〜
一
一
八
九
）
は
平
安
末
期

の
歌
人
。
ｇ
「
月
の
ま
へ
の
山
水
（
月
前
山
水
）」
題
を
記
す
『
後
葉
集
』

は
寂
超
撰
の
私
撰
集
、
藤
原
忠
兼
に
つ
い
て
は
既
述
。
ｈ
「
山
水
あ
き
ふ
か

し
（
山
水
秋
深
）」
の
藤
原
範
永
は
長
久
〜
天
喜
（
一
〇
四
六
〜
一
〇
六
四
）

頃
に
和
歌
六
人
党
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
歌
人
。
ｉ
「
山
水
落
花
」
の
源

仲
正
（
一
〇
六
六
頃
〜
一
一
四
〇
以
後
）
は
歌
林
苑
会
衆
の
源
三
位
頼
政
の

父
で
あ
る
。
ｄ
「
落
花
満
山
水
」
の
藤
原
範
宗
（
一
一
七
一
〜
一
二
三
三
）

は
順
徳
院
時
代
の
歌
人
。
ｋ
「
山
水
落
花
多
」
の
光
経
は
健
保
・
貞
応
（
一

二
一
三
〜
二
四
）
頃
の
歌
人
で
、
詠
作
し
た
時
代
が
や
や
下
る
。

当
然
な
が
ら
、
前
節
で
重
要
視
し
た
『
月
詣
集
』
の
作
者
と
「
山
水
」
結

題
で
の
作
者
と
の
間
で
も
一
致
す
る
歌
人
が
い
る
。
ｂ
「
月
照
山
水
」
の
長

真
・
覚
綱
・
大
進
、
ｃ
「
雨
後
山
水
」
の
基
俊
、
ｅ
「
山
水
始
氷
」
の
慈

円
、
ｆ
「
氷
留
山
水
」
の
西
行
な
ど
は
『
月
詣
集
』
の
作
者
で
も
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、「
山
水
」
を
含
む
結
題
で
和
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
た
ち
の

う
ち
俊
恵
・
覚
綱
・
慈
円
・
西
行
は
自
身
が
歌
林
苑
会
衆
で
あ
り
、
良
経
・

仲
正
な
ど
は
近
親
者
が
会
衆
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歌
林
苑
で
「
山
水
」

題
を
用
い
て
詠
歌
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
少
な
く
と
も

（
�
）

「
月
照
山
水
」
は
歌
林
苑
の
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
漢
字
二
字
か
ら
成
る
「
山
水
」
題
で
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
和
歌

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
新
大
観
』
で
「
山
水
」

を
検
索
し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
資
料
３
】「
山
水
」
を
詞
書
に
持
つ
和
歌

Ｉ

つ
ま
ぎ
を
ば
し
ば
し
い
は
ね
に
よ
せ
か
け
て
し
づ
が
て
ず
さ
む
た
に
の

し
た
水

（『
万
代
集
』
三
二
〇
八
番
、
詞
書
「
山
水
と
い
ふ
こ
と
を
」、
前
中
納

言
資
実
）

Ｊ

山
河
の
み
な
ぎ
る
水
の
お
と
き
け
ば
せ
む
る
い
の
ち
ぞ
お
も
ひ
し
ら
る

る（『
夫
木
抄
』
一
七
〇
三
三
番
、
詞
書
「
家
集
、
山
水
の
文
の
心
を
」、

西
行
上
人
）

（
マ
マ
）

Ｋ

な
が
る
る
も
み
え
ぬ
み
ま
や
の
草
が
く
れ
お
と
の
み
し
る
き
た
に
の
し

た
水

七
〇



（『
伏
見
院
御
集
』
一
一
四
四
番
、
詞
書
「
山
水
」、
伏
見
院
）

Ｌ

か
し
こ
し
な
わ
か
れ
し
水
の
な
が
れ
さ
へ
ひ
と
つ
に
な
り
ぬ
山
河
の
す

ゑ（『
慈
道
親
王
集
』
一
七
九
番
、
詞
書
「
山
水
」、
慈
道
親
王
）

以
下
、
各
歌
や
歌
人
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

Ｉ
の
資
実
は
藤
原
氏
。
応
保
二
（
一
一
六
二
）
に
生
ま
れ
、
貞
応
二
年

（
一
二
二
三
）
に
没
し
て
い
る
。『
千
載
集
』
初
出
の
歌
人
で
あ
る
。
資
実
は

最
終
的
に
は
正
三
位
に
ま
で
出
世
す
る
が
、
文
治
三
年
に
は
二
五
歳
、
従
五

位
上
で
あ
る
。
既
掲
（
Ａ
〜
Ｈ
）
の
歌
人
た
ち
よ
り
若
年
で
は
あ
る
が
、
活

動
の
時
期
は
一
致
す
る
。
詳
し
い
考
察
は
次
節
で
行
な
う
が
、
資
実
が
貴
船

社
歌
合
に
参
加
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｊ
の
西
行
は
文
治
六
年
（
一
一
八
九
）
に
没
す
る
の
で
同
時
代
人
と
し
て

該
当
す
る
。
し
か
し
、
西
行
の
私
家
集
で
あ
る
『
山
家
集
』
中
巻
の
八
七
三

番
「
山
川
の
み
な
ぎ
る
水
の
音
き
け
ば
せ
む
る
い
の
ち
ぞ
お
も
ひ
し
ら
る

る
」
歌
の
詞
書
に
は
「
人
命
不
停
速
於
山
水
の
文
の
心
を
」
と
あ
る
（
前
掲

ｍ
）
の
で
、『
夫
木
抄
』
詞
書
の
「
山
水
の
文
の
心
を
」
は
『
大
般
涅
槃
経
』

の
一
節
「
人
命
不
停
過
於
山
水
」
を
指
す
こ
と
が
判
明
す
る
。
確
か
に
「
文

の
心
を
」
と
あ
り
、
歌
合
に
お
け
る
歌
題
の
指
摘
で
は
な
い
。

Ｋ
の
伏
見
院
（
持
明
院
殿
）
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
生
ま
れ
、
文

保
元
年
〈
一
三
一
七
〉）
に
崩
御
し
て
い
る
天
皇
な
の
で
、
貴
船
社
歌
合
に

加
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｌ
の
慈
道
親
王
（
青
龍
院
・
十
楽
院
と
も
）
は

亀
山
天
皇
の
第
十
六
皇
子
。
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
に
生
ま
れ
、
永
仁
三

年
（
一
二
九
五
）
に
出
家
し
、
青
蓮
院
門
跡
や
天
台
座
主
を
務
め
、
暦
応
四

年
（
一
三
四
一
）
に
入
滅
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
該
当
し
な
い
。
Ｋ
と
Ｌ

と
は
鎌
倉
後
期
以
降
の
和
歌
で
あ
る
。
あ
る
い
は
Ｋ
の
伏
見
院
歌
と
、
Ｌ
の

慈
道
親
王
歌
は
同
じ
歌
会
で
の
題
詠
歌
か
も
し
れ
な
い
が
、
両
者
の
交
流
に

つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
、
第
２
節
で
は
、
詞
書
に
「
山
水
」
を
持
つ
和
歌
を
検
討
し
、
①
結

題
「
月
照
山
水
」
は
歌
林
苑
で
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
②
前
中
納

言
資
実
の
「
つ
ま
ぎ
を
ば
」
歌
が
文
治
三
年
貴
船
社
歌
合
で
の
和
歌
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
３
節

資
実
と
殷
富
門
院
大
輔

本
節
で
は
、
資
実
が
貴
船
社
歌
合
に
参
加
し
た
蓋
然
性
を
高
め
る
た
め

に
、
彼
の
経
歴
と
歌
歴
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

『
公
卿
補
任
』
の
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
条
に
拠
れ
ば
、
資
実
の
父
は

権
中
納
言
従
二
位
兼
光
卿
（
文
治
三
年
に
は
従
三
位
）、
母
は
上
野
守
家
時

女
。
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
に
十
一
歳
で
「
秀
才
（
文
章
得
業
生
）」
と

な
り
、
若
く
し
て
各
職
を
歴
任
、
文
治
三
年
（
一
一
八
六
）
に
従
五
位
上
、

翌
四
年
正
月
に
正
五
位
下
、
建
仁
元
年
に
四
〇
歳
で
参
議
正
四
位
下
と
な
っ

た
。
建
仁
三
年
に
正
三
位
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
に
正
二
位
に
の
ぼ

り
、
承
元
五
年
に
大
宰
権
帥
と
な
り
、
後
に
日
野
後
帥
と
号
さ
れ
る
。
承
久

二
年
（
一
二
二
〇
）
七
月
三
日
に
五
九
歳
で
出
家
し
た
。

資
実
は
『
新
古
今
集
』
の
二
首
を
含
め
勅
撰
集
に
九
首
入
集
し
て
い
る

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

七
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が
、
歌
壇
で
の
活
動
を
『
新
大
観
』
で
検
索
す
る
と
、
五
八
首
の
和
歌
が
検

出
で
き
る
。
そ
の
中
で
詠
作
年
次
が
判
明
す
る
も
の
を
以
下
に
掲
げ
る
。
元

号
（
西
暦
）、
歌
合
・
歌
会
・
和
歌
集
の
名
称
、
出
典
名
（『
新
大
観
』
掲
載

順
）
を
記
し
た
。

【
資
料
４
】
資
実
の
主
な
和
歌
活
動

文
治
三
年
（
一
一
八
六
）・
殷
富
門
院
大
輔
百
首
（
万
代
集
）

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）・
民
部
卿
家
歌
合
（
続
後
撰
集
・
万
代
集
・
民
部

卿
家
歌
合
）

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）・
大
嘗
会
主
基
方
御
屏
風
（
新
古
今
集
・
続
拾
遺

集
・
万
代
集
・
夫
木
抄
・
歌
枕
名
寄
・
大
嘗
会
悠

紀
主
基
和
歌
）

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）・
石
清
水
若
宮
歌
合
（
石
清
水
若
宮
歌
合
）

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）・
元
久
詩
歌
合
（
元
久
詩
歌
合
）

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）・
大
嘗
会
悠
紀
方
屏
風
歌
（
続
古
今
集
・
大
嘗
会

悠
紀
主
基
和
歌
）

建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）・
内
裏
詩
歌
合
（
内
裏
詩
歌
合
）

年
次
未
詳

・
住
吉
社
歌
合
（
隆
信
集
）

事
績
が
確
認
で
き
る
最
初
の
和
歌
活
動
が
「
殷
富
門
院
大
輔
百
首
（
皇
后

宮
大
輔
百
首
と
も
）」
で
あ
る
。
殷
富
門
院
大
輔
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、

歌
林
苑
会
衆
の
一
人
で
、
俊
恵
・
頼
政
・
隆
信
・
寂
蓮
ら
と
交
流
が
あ
っ
た

思
わ
れ
る
。
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
に
没
し
た
ら
し
い
。「
殷
富
門
院

大
輔
百
首
」
に
は
大
輔
・
公
衡
・
隆
信
・
寂
蓮
・
定
家
・
家
隆
の
ほ
か
に
資

実
（
四
首
集
成
）
も
出
詠
し
て
い
る
。

殷
富
門
院
大
輔
は
歌
林
苑
会
衆
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
女
が
参
加
し
た
歌
合

に
は
当
然
「
文
治
三
年
貴
船
社
歌
合
」
の
歌
人
た
ち
も
出
詠
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
の
歌
合
（
藤
原
経
房
主
催
）
に
は
重
保

（
五
首
）・
広
言
（
五
首
）・
成
家
（
四
首
）・
顕
昭
（
五
首
）・
隆
信
（
五
首
）

の
名
が
見
出
さ
れ
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）「
民
部
卿
家
歌
合
」（
経
房
主

催
）
に
は
季
能
（
一
首
）・
顕
昭
（
五
首
）・
隆
信
（
六
首
）
に
加
え
て
資
実

（
五
首
）
も
参
加
し
て
い
る
。

歌
林
苑
会
衆
で
あ
っ
た
貴
船
社
歌
合
の
参
会
者
た
ち
、
重
保
・
広
言
・
顕

昭
・
隆
信
た
ち
と
資
実
と
の
具
体
的
な
交
際
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
資
実
は
貴
船
社
歌
合
開
催
直
前
の
春
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
殷
富
門
院

大
輔
百
首
」
の
作
者
に
な
っ
て
お
り
、
建
久
六
年
民
部
卿
家
歌
合
で
も
同
席

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
殷
富
門
院
大
輔
を
含
め
た
歌
林
苑
会
衆
と
親
し
く
交

流
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
歌
壇
で
の
活
動
の
場
が
一
致
し
、
貴
船
社
歌
合
の
一
字
題

「
山
水
」
が
珍
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
詞
書
に
「
山
水
」

を
持
つ
資
実
の
「
つ
ま
ぎ
を
ば
」
歌
が
貴
船
社
歌
合
の
一
首
で
あ
る
可
能
性

は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
第
３
節
で
は
、
藤
原
資
実
の
経
歴
・
歌
歴
を
調
査
し
、
①
文
治
三

年
が
歌
壇
に
登
場
し
た
初
め
て
の
年
で
あ
る
こ
と
、
②
「
殷
富
門
院
大
輔
百

首
」
に
出
詠
し
、
建
久
六
年
「
民
部
卿
家
歌
合
」
で
は
歌
林
苑
会
衆
と
交
流

し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

七
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第
４
節
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」の
俊
頼「
神
山
に
」歌

『
新
大
観
』
で
「
貴
船
社
歌
合
」
を
検
索
す
る
と
、
実
は
も
う
一
首
、『
歌

枕
名
寄
』
の
和
歌
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。『
歌
枕
名
寄
』
は
、『
和
歌
大
辞
典
』

（
渋
谷
虎
雄
氏
執
筆
）
に
拠
る
と
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
か
ら
延
元
元
年

（
一
三
三
六
）
に
成
立
し
た
地
名
別
和
歌
集
で
あ
る
。
編
者
は
「
澄
月
」
と

（
マ
マ
）

い
う
法
師
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
歌
枕
名
寄
』
巻
一
「
幾
内
部
一

山
城
国
一

賀
茂
篇
」
に
以
下
の
和
歌
が
見
出
せ
る
。
仮
に
Ｍ
と
す
る
。

【
資
料
５
】『
歌
枕
名
寄
』「
賀
茂
篇
」所
収「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」歌

Ｍ

神
山
に
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
ひ
き
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
さ
か
り
な
る
ら

ん（『
歌
枕
名
寄
』
巻
一
、
三
五
番
、
詞
書
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌

合
」、
俊
頼
）

ミ
ワ
ヤ
マ
ノ

ヤ
マ
ベ

マ

ソ

ユ

フ

ミ
ジ
カ

同
歌
左
注
に
は
「
今
案
云
、
万
葉
第
二
、
神
山
之

山
辺
真
蘇
木
綿

短

ユ

フ

カ

ク
ノ
ミ
ユ
ヱ
ニ

ナ
ガ
ク
ト
オ
モ
ヒ
キ

木
綿

如
此
耳
故
爾

長
等
思
伎
、
此
歌
就
和
訓
載
于
三
輪
山
、
雖
然
右

俊
頼
朝
臣
之
所
詠
、
似
取
用
万
葉
歌
、
然
則
若
有
神
山
之
和
訓
歟
、
可
尋

決
」
と
あ
る
。

Ｍ
の
作
者
は
源
俊
頼
で
あ
る
。
俊
頼
は
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
に
生
ま

れ
、
自
撰
家
集
『
散
木
奇
歌
集
』
や
歌
論
書
『
俊
頼
髄
脳
』
な
ど
を
著
し
、

大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
に
没
し
た
歌
人
で
あ
る
。
彼
は
文
治
三
年
に
は
生

存
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
当
該
歌
合
に
は
参
加
で
き
な
い
。
だ
か
ら
『
歌

枕
名
寄
』
の
詞
書
に
は
大
き
な
誤
り
が
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
『
歌
枕
名
寄
』

に
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」
で
の
俊
頼
の
詠
歌
な
る
も
の
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
歌
を
収
載
す
る
他
資
料
を
示
し
て
考
察
を
加

え
る
。

【
資
料
６
】
俊
頼
「
神
山
に
」
歌
の
他
資
料

ｒ
『
夫
木
抄
』
巻
四
「
春
部
四
」・
一
一
三
〇
番
、
詞
書
「
遠
山
花
」、
作
者

名
「
同
（
俊
頼
朝
臣
）」、
歌
「
神
山
に
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
引
き
か
け
て
さ

ら
す
や
花
の
さ
か
り
な
る
ら
ん
」

ｓ
『
散
木
奇
歌
集
』
巻
一
「
春
部
」、
七
七
番
、
詞
書
「
遠
見
桜
花
」、
歌

「
神
山
に
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
ひ
き
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
さ
か
り
な
る
ら

ん
」。

ｔ
『
和
歌
一
字
抄
』
上
、
一
一
一
番
、
詞
書
「
遠
山
花
」、
作
者
名
「
俊
頼

朝
臣
」、
歌
「
神
山
に
ま
そ
ほ
の
ぬ
さ
を
引
き
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
盛

な
る
ら
ん
」

他
出
資
料
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
①
ｒ
ｓ
の
部
立
か
ら
春
歌
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
②
詞
書
か
ら
「
遠
山
花
」
か
「
遠
見
桜
花
」
と
い
う
歌
題
で
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
下
句
に
「
花
の
盛
り
」
が
読
み
込

ま
れ
て
い
る
か
ら
、
春
の
「
遠
山
花
」
題
に
は
合
っ
て
い
る
が
、
七
月
に
行

わ
れ
た
貴
船
社
歌
合
で
は
季
節
が
合
わ
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
『
歌
枕
名
寄
』
に
お
い
て
当
該
歌
が
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

七
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歌
合
」
の
詞
書
の
も
と
に
置
か
れ
た
の
か
。
む
ろ
ん
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
編
纂
の
段
階
で
歌
語
や
表
現
が
類
似
す
る
他
の
和
歌
と
取
り
違
え
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
下
句
に
「
花
の
さ
か
り
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
上
句
の
「
神
山
」「
幣
」「
さ
ら
す
」
な
ど
の
語
句
が
一
致
す
る
他
の

和
歌
が
並
列
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
初
句
に
「
神
山
」
を
有
し
た

和
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

俊
頼
歌
は
『
歌
枕
名
寄
』
巻
一
「
賀
茂
篇
」
に
お
け
る
「
神
山
・
其
神

山
」
歌
群
全
五
二
首
の
な
か
の
三
五
番
歌
で
あ
る
。
前
後
に
配
さ
れ
て
い
る

和
歌
を
掲
げ
て
み
る
。

【
資
料
７
】『
歌
枕
名
寄
』
賀
茂
篇
の
「
神
山
・
其
神
山
」
歌
群
（
一
部
）

同
（
新
後
撰
集
巻
十
七
）

賀
茂
遠
久

二
九

と
し
を
へ
て
わ
が
神
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
お
な
じ
は
つ
ね
を
今
も
き
く

か
な物

名

さ
し
ぐ
し

ひ
か
げ

定
家

三
〇

神
山
に
い
く
代
へ
ぬ
ら
ん
さ
か
き
ば
の
久
し
く
し
め
を
ゆ
ひ
か
け
て

け
り夫

木

俊
成
女

三
一

神
山
に
お
ひ
そ
ふ
松
の
千
世
ご
と
に
君
が
た
め
と
や
い
の
り
お
き
け

ん
家
集

御
戸
開

家
隆

三
二

神
山
の
む
月
の
な
か
ば
月
さ
え
て
と
り
の
は
つ
音
に
御
戸
ひ
ら
く
な

り

光
明
峰
寺
入
道
家
百
首

有
家

三
三

神
山
の
み
ね
の
ま
さ
か
き
よ
ろ
づ
代
に
香
を
か
ぐ
は
し
み
た
ち
ぞ
さ

か
へ
ん

神
祇
歌
中

氏
久

三
四

神
山
に
あ
ま
の
岩
舟
こ
ぎ
よ
せ
て
つ
な
ぎ
そ
め
し
も
我
が
君
の
た
め

文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合

俊
頼

三
五

神
山
に
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
ひ
き
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
さ
か
り
な
る

ら
ん

（
左
注
省
略
）

文
治
六
年
五
社
百
首

俊
成

三
六

わ
す
れ
ず
よ
そ
の
神
山
の
花
ざ
か
り
よ
も
す
が
ら
見
し
春
の
夜
の
月

永
万
二
年
家
歌
合

経
盛

三
七

神
山
に
し
げ
る
さ
か
木
や
君
が
代
の
と
き
は
か
き
は
の
た
め
し
な
る

ら
ん

こ
の
よ
う
に
三
〇
〜
三
五
番
歌
ま
で
が
初
句
に
「
神
山
」
を
持
っ
て
お

り
、
配
列
上
最
後
の
和
歌
に
錯
誤
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
論
理
的
に
考
え

れ
ば
、
三
四
番
歌
の
後
に
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」
で
詠
ま
れ
た
本
来

の
歌
合
歌
が
入
り
、
そ
の
後
に
俊
頼
の
「
神
山
に
」
歌
の
本
来
の
詞
書
が
、

例
え
ば
前
掲
ｓ
の
『
散
木
奇
歌
集
』
を
承
け
て
「
家
集

遠
見
桜
花
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

前
掲
の
如
く
、
俊
頼
歌
に
は
左
注
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、『
万
葉
集
』
巻

第
二
に
「
神
山
之
山
辺
真
蘇
木
綿
短
木
綿
」
云
々
と
い
う
先
行
歌
（
一
五
七
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番
）
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
神
山
」
を
「
み
わ
や
ま
」
と
よ
む
が
、
俊
頼

歌
の
「
神
山
」
の
よ
み
は
ど
う
な
の
か
、
よ
く
検
討
す
べ
き
だ
と
書
か
れ
て

い
る
。
確
か
に
、
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
の
三
輪
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
「
大

神
神
社
」
は
「
お
お
み
わ
」
と
よ
み
、『
古
事
記
』
中
巻
「
崇
神
天
皇
」
条

の
三
輪
山
説
話
の
最
後
の
分
注
（
小
字
二
行
の
注
）
に
「
神
君
」
と
記
さ
れ

て
い
る
氏
族
は
「
み
わ
の
き
み
」
で
あ
る
。「
神
」
と
書
い
て
「
み
わ
」
と

訓
ず
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
歌
枕
名
寄
』
編
者
は
、『
万
葉
集
』
の
影
響
下
に
あ
る
俊
頼
歌

の
「
神
山
」
が
上
賀
茂
神
社
近
く
の
「
神
山
」
な
の
か
、
大
和
国
の
「
み
わ

山
」
な
の
か
、
判
断
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
存
疑
の
一
首
を
削
除
す
る

か
残
す
か
で
躊
躇
す
る
な
か
で
、
編
者
は
誤
っ
て
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌

合
」
の
作
者
名
と
和
歌
と
、
次
行
の
俊
頼
「
神
山
に
」
歌
の
詞
書
と
を
削
除

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
来
削
除
さ
れ
る
べ
き
は
、「
神
山
」
の

訓
の
問
題
が
あ
り
、
歌
壇
で
の
活
動
時
期
が
大
き
く
異
な
る
俊
頼
の
「
神
山

に
」
歌
と
そ
の
詞
書
と
左
注
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

で
は
、『
歌
枕
名
寄
』
に
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」
と
い
う
詞
書
で

記
載
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
本
来
の
和
歌
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。
重
要
な
の
は
初
句
に
「
神
山
」
を
冠
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
第
１
節
で
提
示
し
た
寂
超
の
「
神
山
の
峰

の
滝
つ
せ
き
よ
け
れ
ば
み
た
ら
し
河
の
底
も
す
み
け
り
」
歌
（
Ｂ
）
で
あ

る
。『
歌
枕
名
寄
』
に
当
該
歌
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
、
貴
船
社
歌
合
で
の

詠
で
あ
る
寂
超
「
神
山
の
」
歌
が
置
か
れ
て
い
て
も
重
複
は
し
な
い
。
三
一

番
の
俊
成
卿
女
の
和
歌
の
出
典
も
『
夫
木
抄
』
で
あ
る
か
ら
、『
夫
木
抄
』

所
収
の
寂
超
歌
を
取
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
前
後
の
有
家
・
氏

久
や
俊
成
・
経
盛
な
ど
の
作
者
た
ち
の
間
に
あ
っ
て
も
寂
超
で
あ
れ
ば
同
時

代
人
な
の
で
違
和
感
の
な
い
配
列
と
な
る
。
俊
頼
で
は
時
代
が
百
年
も
違

う
。
も
ち
ろ
ん
今
日
知
ら
れ
て
い
な
い
散
佚
歌
が
『
歌
枕
名
寄
』
編
者
の
資

料
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
は
で
き
な
い
が
、
限
ら
れ
た
資
料
の
中
だ
け

で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
削
除
さ
れ
た
「
貴
船
社
歌
合
」
歌
が
寂
超
「
神
山

の
」
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
第
４
節
で
は
、『
歌
枕
名
寄
』
に
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」

の
詞
書
を
も
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
源
俊
頼
の
「
神
山
に
」
歌
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
結
果
、
①
詞
書
「
文
治
三
年
貴
布
禰
社
歌
合
」
と
俊
頼
「
神
山
」
歌

と
の
間
に
あ
っ
た
、
本
来
の
歌
合
で
の
作
者
名
と
和
歌
、
お
よ
び
俊
頼
「
神

山
に
」
歌
の
詞
書
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
②
本
来

入
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
歌
合
歌
が
寂
超
の
「
神
山
の
」
歌
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
５
節

平
安
時
代
の
貴
船
神
社

で
は
、
文
治
三
年
頃
、
平
安
最
末
期
の
貴
船
神
社
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
平
安
時
代
の
和
歌
・
歌
謡
を
中
心

に
そ
の
実
態
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

最
初
に
参
照
し
て
お
き
た
い
の
は
貴
船
明
神
か
ら
の
返
歌
を
伴
う
和
泉
式

部
の
和
歌
で
あ
る
。
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
送
り
仮
名
や
読
点
を
補

い
、
か
な
を
漢
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

七
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（
�
）

【
資
料
８
】『
後
拾
遺
集
』
巻
二
〇
の
「
貴
船
」
歌

男
に
忘
ら
れ
て
侍
り
け
る
頃
、
貴
布
禰
に
参
り
て
、
み
た
ら
し
川
に

蛍
の
飛
び
侍
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
。

和
泉
式
部

（
も
）

Ｎ

物
思
へ
ば
沢
の
蛍
を
我
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
た
ま
か
と
ぞ
見
る

御
返
し

Ｏ

奥
山
に
た
ぎ
り
て
落
つ
る
滝
つ
瀬
の
玉
散
る
ば
か
り
物
な
思
ひ
そ

こ
の
歌
は
貴
舟
の
明
神
の
御
返
し
な
り
。
男
の
声
に
て
和
泉
式
部
が

耳
に
聞
こ
え
け
る
と
な
ん
言
ひ
伝
へ
た
る
。

和
泉
式
部
は
天
元
元
年
（
九
七
八
）
頃
に
生
ま
れ
、
長
元
八
年
（
一
〇
三

五
）
以
前
に
没
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詞
書
の
「
男
」
は
二
度
目
の
夫

で
あ
る
藤
原
保
昌
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、『
後
拾
遺
集
』
所
収
歌
は
、

保
昌
に
再
嫁
し
た
長
和
（
一
〇
一
二
〜
一
七
）
頃
の
逸
話
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。

今
日
の
貴
船
神
社
は
奥
宮
・
中
宮
・
本
社
の
三
箇
所
に
主
要
な
社
殿
が
集

中
し
て
い
る
が
、
和
泉
式
部
の
時
代
に
は
社
殿
の
様
相
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
た
。
と
い
う
の
も
、
和
泉
式
部
参
詣
の
三
十
数
年
後
に
貴
船
神
社
は
大
き

な
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
復
旧
復
興
が
現
在
の
貴
船
神
社
の
基
礎
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
和
泉
式
部
の
見
た
貴
船
神
社
の
姿
は
古
代
的
な
相
貌

を
残
存
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
そ
れ
と
は
随
分
と
印
象
の
異
な

る
神
社
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

貴
船
神
社
を
擁
す
る
貴
船
谷
の
洪
水
は
『
百
練
抄
』『
扶
桑
略
記
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
９
】
貴
船
神
社
の
洪
水
記
事

ア
『
百
練
抄
』
永
承
元
（
一
〇
四
六
）
年
七
月
二
十
五
日
条

諸
卿
定
申
貴
布
禰
社
為
レ

水
流
損
、
可
レ

賀
。
改
二

立
他
所
一

哉
否
事
。

イ
『
百
練
抄
』
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
四
月
二
六
日
条

貴
布
禰
社
為
レ

水
流
損
、
移
二

立
他
所
一

。

ウ
『
扶
桑
略
記
』
天
喜
三
年
五
月
八
日
条

発
二

遣
奉
幣
使
賀
茂
貴
布
祢
両
社
一

。
是
即
貴
布
祢
本
宮
為
レ

水
流
損
、

仍
被
レ

移
二

立
他
所
一

之
由
也
。

永
承
・
天
喜
の
相
次
ぐ
大
洪
水
に
よ
り
現
在
の
奥
宮
に
あ
っ
た
社
殿
の
多

く
が
流
出
し
た
ら
し
い
。
上
流
か
ら
の
土
砂
や
流
木
の
堆
積
、
西
側
の
貴
船

山
の
崖
崩
れ
や
倒
木
、
社
人
た
ち
（
後
世
の
史
料
に
拠
る
と
「
舌
」
と
い
う

名
の
一
族
）
の
多
く
の
住
宅
が
全
壊
半
壊
と
な
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
し
て
住

め
な
く
な
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
復
旧
さ
せ
よ
う
と
す
る
社
人
た
ち
が

現
地
で
生
活
す
る
こ
と
自
体
し
ば
ら
く
困
難
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
、
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
貴
船
神
社
を
支
え
た
の
は
上
賀
茂
神

社
で
あ
る
。
上
賀
茂
神
社
蔵
『
社
務
補
任
記
』
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
八

月
二
五
日
条
に
は
、
社
内
に
お
け
る
貴
船
神
社
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と

（
�
）

い
う
。
永
承
の
洪
水
の
直
後
か
ら
、
上
賀
茂
神
社
社
家
た
ち
が
境
内
に
社
殿

を
新
築
し
て
分
祀
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
分
祀
さ
れ
た
神
社
は
現
在
ま
で
存

続
し
、
上
賀
茂
神
社
の
摂
社
「
新
宮
神
社
」
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
、
社
人
の
懸
命
の
復
旧
活
動
に
よ
り
狭
隘
な
渓
谷
の
旧
地
に
貴
船

神
社
が
再
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
将
来
の
洪
水
に
備
え
て
貴
船
山
の
一
部
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を
整
備
し
て
高
台
に
移
転
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
現
在
の
「
本

社
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
山
尾
社
・
川
尾
社
ほ
か
多
く
の
摂
末
社
が
高
台
の

本
社
周
辺
に
遷
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遷
宮
の
時
期
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
神
聖
な
霊
泉
の
湧
出
す
る
聖
地
は
「
奥
宮
」
と
し
て

（
�
）

再
度
整
備
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

社
殿
を
新
た
に
し
た
貴
船
神
社
が
次
に
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
後
白
河

院
編
『
梁
塵
秘
抄
』
の
歌
謡
で
あ
る
。
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
年
頃
に
は

成
立
し
て
い
た
同
書
に
は
、
既
に
復
興
成
っ
て
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
る
貴

船
神
社
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
境
内
の
摂
社
名
を
列
挙
し
た

（
�
）

歌
謡
の
み
を
掲
げ
る
。

【
資
料
１０
】
後
白
河
院
編
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
・
二
五
二
番

貴
船
の
内
外
座
は
、
山
尾
よ
、
川
尾
よ
、
奥
深
、
吸
葛
、
白
石
、
白
髭
、
白

専
女
、
黒
尾
の
御
前
は
あ
は
れ
内
外
座
や

『
梁
塵
秘
抄
』
は
平
安
時
代
に
遡
っ
て
貴
船
神
社
の
全
体
像
を
記
す
唯
一

の
史
料
で
あ
る
。
本
社
そ
の
も
の
の
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
摂
末
社

の
名
称
が
判
明
す
る
。
奥
深
・
吸
葛
・
白
専
女
・
黒
尾
の
御
前
は
奥
宮
周
辺

に
鎮
座
し
て
い
た
古
社
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
最
末
期
の
時
代
不
安
の
中
で

悩
み
苦
し
ん
だ
多
く
の
都
人
の
参
拝
参
籠
を
謡
う
ま
で
に
復
興
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

摂
末
社
の
そ
の
後
の
存
廃
に
つ
い
て
略
述
す
る
。「
山
尾
」
は
江
戸
前
期

に
は
貴
船
山
中
に
存
在
し
た
が
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
。
奥
宮
に
あ
っ
た

「
奥
深
」「
白
専
女
」「
黒
尾
の
御
前
」
も
廃
絶
。「
吸
葛
」
は
奥
宮
、「
川
尾
」

は
本
社
境
内
、「
白
髭
」
は
本
社
二
の
鳥
居
横
、「
白
石
」
は
本
社
境
外
に
そ

れ
ぞ
れ
今
も
鎮
座
し
て
い
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
現
在
の
貴
船
神
社
で
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
「
中

宮
」「
結
社
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
結
社
」
の

前
身
と
し
て
「
山
神
社
」
が
あ
っ
た
と
記
す
近
世
史
料
も
あ
る
が
、
平
安
時

代
の
貴
船
神
社
に
中
宮
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
洪
水
以
前
、
現
在
の
本

社
の
位
置
に
摂
末
社
な
ど
が
何
も
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な

い
。
し
か
し
、
諸
書
の
記
述
を
総
合
す
れ
ば
、
洪
水
以
前
に
は
「
白
石
」

「
白
髭
」
ほ
か
の
貴
船
川
下
流
域
の
摂
末
社
を
除
く
社
殿
の
多
く
は
奥
宮
に

集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

和
泉
式
部
が
参
詣
し
た
の
は
貴
船
神
社
奥
宮
で
あ
っ
た
。
和
泉
式
部
が
中

宮
の
結
社
に
参
詣
し
た
と
解
説
す
る
現
代
の
書
物
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り

で
あ
る
。

以
上
、
第
５
節
で
は
、
①
『
後
拾
遺
集
』
に
お
い
て
和
泉
式
部
が
参
詣
し

た
の
は
貴
船
神
社
本
社
や
中
宮
で
は
な
く
奥
宮
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
永
承
の

洪
水
に
よ
り
上
賀
茂
神
社
境
内
に
貴
船
神
社
が
分
祀
さ
れ
た
こ
と
、
③
『
梁

塵
秘
抄
』
の
時
代
に
は
奥
宮
も
復
興
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
６
節

御
手
洗
川
・
神
山
・
賀
茂
山

前
節
に
お
い
て
『
後
拾
遺
集
』
に
お
い
て
和
泉
式
部
が
参
詣
し
た
の
が
貴

船
神
社
奥
宮
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
御
手

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た
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洗
川
」
の
位
置
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』
の
詞
書
に
「
貴
布
禰
に
参
り
て
、

御
手
洗
川
に
」
と
あ
る
が
、
実
は
、
貴
船
神
社
関
係
の
資
料
の
中
で
「
御
手

洗
川
」
の
名
の
見
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

現
在
、
貴
船
神
社
奥
宮
に
参
拝
す
る
た
め
に
は
必
ず
「
思
い
川
」
を
渡
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
川
の
名
は
「
御
物
忌
み
川
」
が
転
じ
た
呼
称
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
思
ひ
川
」
と
い
う
言
葉
に
も
和
歌
の
歴
史
が

あ
り
、
そ
の
文
化
伝
統
の
中
で
「
御
物
忌
み
川
」
が
「
思
ひ
川
」
と
な
っ
た

可
能
性
は
高
い
。
か
つ
て
雨
乞
い
を
し
た
と
い
う
龍
王
滝
の
下
流
に
当
る
こ

の
川
は
聖
な
る
川
で
あ
り
、
ま
た
奥
宮
直
前
を
流
れ
て
い
る
か
ら
、
奥
宮
参

拝
前
に
こ
こ
で
物
忌
み
、
つ
ま
り
禊
を
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

だ
か
ら
、「
御
物
忌
み
川
（
思
い
川
）」
の
別
称
が
「
御
手
洗
川
」
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
今
の
「
思
い
川
」
を
「
御
手
洗
川
」

と
呼
ん
だ
文
献
は
存
在
し
な
い
。
で
は
、
貴
船
の
「
御
手
洗
川
」
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

貴
船
神
社
周
辺
に
あ
っ
た
「
御
手
洗
川
」
と
は
、
奥
宮
の
横
を
南
流
す
る

貴
船
川
の
こ
と
で
あ
る
。
貴
船
神
社
蔵
『
貴
布
禰
惣
繪
圖
』（
成
立
年
未
詳
）

で
は
、
奥
宮
横
の
川
に
「
御
手
洗
川
」
と
墨
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は

お
そ
ら
く
江
戸
中
期
以
降
に
上
賀
茂
神
社
の
社
家
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
史
料
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
、
貴
船
神
社
お
よ
び
上
賀
茂
神
社
の

内
部
で
奥
宮
横
を
流
れ
る
貴
船
川
の
こ
と
を
「
御
手
洗
川
」
と
呼
ん
で
い
た

（
�
）

（
�
）

ミ
タ
ラ
シ
カ
ハ

こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、『
山
州
名
跡
志
』
巻
之
六
に
「
御
手
洗
河

在
テ二

本
殿
ノ

東
ノ

傍
ニ一

南
ニ

流
ル

」
と
あ
る
の
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
新
大
観
』
で
検
索
す
る
と
、「
み
た
ら
し
か
は
」
一
例
、「
み
た
ら
し
が

は
」
五
九
例
、「
み
た
ら
し
川
」
八
八
例
、「
み
た
ら
し
河
」
七
七
例
、「
御

手
洗
川
」
二
〇
例
、「
御
手
洗
河
」
一
〇
例
、
計
二
五
四
例
が
見
出
せ
る
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
賀
茂
社
と
の
関
連
で
読
ま
れ
て
い
る
。
片
桐
洋
一
氏

は
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』「
み
た
ら
し
が
は
」
項
で
、「
神
社
の
傍
を
流

れ
、
参
拝
者
が
身
を
清
め
る
川
の
こ
と
で
、
本
来
は
普
通
名
詞
で
あ
る
が
、

『
能
因
歌
枕
』
や
『
八
雲
御
抄
』
に
山
城
国
の
歌
枕
と
す
る
の
は
、
京
都
市

北
区
上
賀
茂
神
社
の
境
内
を
流
れ
る
御
手
洗
川
を
特
に
指
し
た
も
の
で
あ

（
�
）

り
、
実
際
、
賀
茂
の
社
に
関
し
て
よ
ま
れ
た
歌
が
多
い
」
と
記
し
て
い
る
。

今
日
、
上
賀
茂
神
社
の
北
西
か
ら
「
御
手
洗
川
」
が
、
北
東
か
ら
は
「
御

物
忌
川
」
が
流
れ
来
て
祢
宜
橋
の
上
流
で
合
流
し
、「
な
ら
の
小
川
」
と
し

て
南
流
す
る
。
確
か
に
、
上
賀
茂
神
社
境
内
に
も
「
御
手
洗
川
」
が
存
在
す

る
。と

こ
ろ
で
、
文
治
三
年
貴
船
社
歌
合
の
中
に
「
御
手
洗
川
」
を
呼
ん
だ
和

歌
が
二
首
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｂ
の
寂
超
「
神
山
の
」
歌
と
Ｃ
の
重
保
「
か
も

山
の
」
歌
で
あ
る
。
と
も
に
初
句
に
上
賀
茂
神
社
と
関
連
の
あ
る
山
名
が
詠

み
込
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
「
賀
茂
の
御
手
洗
」
の
和
歌
で
あ
る
。

両
者
の
和
歌
に
「
蛍
」
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
蛍
が
い
な
い
こ
と
は
当
該
歌
合
が
七
月
の
営
み
で
あ
る
こ
と
と

関
係
が
あ
る
。
Ｅ
Ｆ
の
成
家
歌
・
Ｈ
の
隆
信
歌
の
「
す
ず
し
」
は
初
秋
の
和

歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
歌
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
該
歌
合
が
七
月
に
催

行
さ
れ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
神
山
」
と
「
賀
茂
山
」
は
と
も
に
難
義
語
で
あ
る
。

「
神
山
」
は
訓
の
問
題
、「
賀
茂
山
」
は
位
置
の
問
題
が
あ
る
。「
神
山
」
は

七
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神
社
北
方
に
あ
っ
て
、
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
に
先
だ
っ
て
祭
神
が
降
臨
す
る

「
御
阿
礼
神
事
」
が
行
な
わ
れ
る
神
体
山
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
神
山
」
は
今
日
「
こ
う
や
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
和
歌
の
伝
統
で

は
「
か
み
や
ま
」
で
あ
っ
た
。
第
４
節
で
考
証
し
た
「
み
わ
」
と
の
混
同
・

混
乱
で
は
な
く
、
字
音
「
コ
ウ
」
か
和
訓
「
か
み
」
か
と
い
う
問
題
も
横
た

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
歌
の
伝
統
上
「
か
う
や
ま
」「
こ
う
や
ま
」
と

よ
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
訓
注
・
振
仮
名
が
な
い
限
り
、
漢

字
表
記
の
「
神
山
」
の
読
み
を
確
か
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
方
の
「
賀
茂
山
」
は
先
の
「
神
山
」
を
指
す
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ（�）

る
が
、
本
稿
で
は
神
山
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
考
証
し
た
大
間
茂
氏
の
新
説

を
承
け
、「
神
山
」
と
「
賀
茂
山
」
は
同
一
の
山
の
別
称
で
あ
り
、
そ
れ
は

上
賀
茂
神
社
と
現
在
の
神
山
の
間
に
あ
る
「
丸
山
」
の
こ
と
で
あ
る
と
仮
定

し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
丸
山
」
説
の
正
否
や
三
山
同
定
の
妥
当
性
、

現
在
の
よ
う
な
形
で
の
神
山
重
視
の
始
発
時
期
な
ど
、
大
間
説
に
つ
い
て
は

今
後
も
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

大
間
茂
氏
は
多
く
の
資
料
を
掲
げ
て
分
析
し
、
賀
茂
の
御
手
洗
川
に
つ
い

て
、
①
賀
茂
川
を
意
味
す
る
七
つ
の
川
名
の
一
つ
、
②
「
賀
茂
川
の
分
流
」

で
あ
る
現
在
の
御
手
洗
川
、
③
神
山
に
源
を
発
し
、
神
山
に
お
ち
、
神
山
に

近
接
し
、
神
山
の
麓
を
流
れ
る
「
川
」
の
三
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

話
を
貴
船
社
歌
合
に
戻
そ
う
。『
新
大
観
』
で
鎌
倉
初
期
以
前
に
時
代
を

限
定
し
て
「
貴
船
」
の
和
歌
を
検
索
す
る
と
、
以
下
の
例
歌
が
見
出
さ
れ

る
。

【
資
料
１１
】
平
安
末
期
〜
鎌
倉
最
初
期
の
「
貴
船
」
歌

Ｐ

い
ま
ま
で
に
な
ど
し
づ
む
ら
ん
き
ぶ
ね
が
は
か
ば
か
り
は
や
き
神
を
た

の
む
を

（
千
載
集
・
一
二
七
〇
番
・
平
実
重
）

Ｑ

き
ぶ
ね
川
た
ま
ち
る
せ
ぜ
の
い
は
浪
に
氷
を
く
だ
く
秋
の
よ
の
月

（
千
載
集
・
一
二
七
四
番
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

Ｒ

き
ぶ
ね
河
た
ま
ち
る
せ
ぜ
に
ま
が
ひ
て
も
ま
が
ひ
も
は
て
ぬ
夏
む
し
の

か
げ

（
千
五
百
番
歌
合
・
九
四
五
番
・
越
前
）

Ｓ

い
く
夜
わ
れ
な
み
に
し
を
れ
て
き
ぶ
ね
河
袖
に
玉
ち
る
も
の
思
ふ
ら
ん

（
新
古
今
集
・
一
一
四
一
番
・
摂
政
太
政
大
臣
）

Ｔ

お
ほ
み
田
の
う
る
ほ
ふ
ば
か
り
せ
き
か
け
て
ゐ
せ
き
に
お
と
せ
河
上
の

神（
新
古
今
集
・
一
八
九
三
番
・
賀
茂
幸
平
、
詞
書
「
社
司
ど
も
貴
船
に

参
り
て
、
雨
乞
ひ
し
侍
り
け
る
つ
い
で
に
よ
め
る
」）

こ
れ
ら
の
和
歌
の
中
で
特
徴
的
な
表
現
は
「
玉
散
る
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

貴
船
明
神
の
「
奥
山
に
」
歌
（
Ｏ
）
の
強
い
享
受
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
和
歌
の
中
に
「
賀
茂
」
や
「
神
山
」

は
読
ま
れ
て
い
な
い
。
用
例
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い
。
貴
船
神
社
で
詠
ま

れ
た
和
歌
の
中
に
こ
の
二
つ
の
歌
枕
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

Ｔ
の
賀
茂
幸
平
（
一
一
四
二
〜
一
二
一
四
）
は
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）

に
賀
茂
社
神
主
と
な
っ
た
、『
新
古
今
集
』
初
出
の
歌
人
で
あ
る
。
当
該
歌

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

七
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は
、
賀
茂
社
内
部
で
貴
船
社
祭
神
を
「
河
上
の
神
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
の

知
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
、「
雨
乞
い
の
秘
歌
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
新
大
観
』
を
用
い
て
「
賀
茂
」
と
「
貴
船
」
が
と
も
に
詠
み
込
ま
れ
た

和
歌
を
検
索
し
て
も
室
町
時
代
の
『
為
尹
千
首
』
ま
で
用
例
が
見
出
せ
な

い
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
地
名
が
詠
ま
れ
た
和
歌
は
鎌
倉
時
代
以
前
に
は
存
在

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貴
船
社
歌
合
の
和
歌
を
確
認
し
て
も
、
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｆ
Ｇ
は
「
貴
船
川
」、
Ｂ
は
「
神
山
」
と
「
御
手
洗
川
」、
Ｃ
は
「
賀
茂

山
」
と
「
御
手
洗
」
で
あ
っ
て
、
両
方
を
同
時
に
詠
ん
だ
歌
は
な
い
。

「
賀
茂
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
以
上
、
貴
船
社
歌
合
で
詠
ま
れ
た
「
御
手

洗
川
」
は
貴
船
川
で
は
な
く
、
上
賀
茂
神
社
境
内
を
流
れ
る
御
手
洗
川
を
指

し
て
い
る
。

寂
超
歌
と
成
家
歌
に
は
「
滝
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
滝
」
と
言
っ
て
も

崖
か
ら
落
ち
る
瀑
布
と
は
限
ら
ず
急
流
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、『
新

大
観
』
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
神
山
の
滝
」
を
詠
ん
だ
和
歌
は
寂
超
歌
以

外
に
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
の
「
貴
船
の
滝
」
は
『
後
拾
遺
集
』
の

貴
船
明
神
の
返
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
明
確
に
「
貴
船
」
と
「
滝
」
を
詠

（
�
）

み
込
ん
だ
平
安
和
歌
は
成
家
歌
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
首
と
も
に
新
し

い
風
情
の
和
歌
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
重
保
の
和
歌
は
「
貴
船
」
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
な
い
の
で
基
本
的
に
「
賀
茂
」
の
歌
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
彼

が
賀
茂
社
神
主
で
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
。

一
方
、
季
能
・
広
言
・
成
家
・
顕
昭
の
和
歌
は
、
貴
船
川
の
急
流
・
清
流

を
「
神
の
し
る
し
」「
久
し
」「
た
の
む
」「
瑞
垣
」
な
ど
神
事
に
関
わ
る
言

葉
と
と
も
に
詠
み
込
ん
だ
優
れ
た
神
祇
歌
と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
だ
け
を
見

れ
ば
貴
船
神
社
で
の
詠
作
と
考
え
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
季
能
た
ち
の
和
歌
は
題
詠
歌
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
山
中
の

貴
船
神
社
に
参
詣
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
平
安
末
期
以
降
の
歌
人
た
ち

は
、
勅
撰
集
を
頂
点
と
す
る
各
種
歌
集
の
た
め
の
歌
合
・
定
数
歌
に
多
く
の

和
歌
を
詠
出
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
題
詠
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
題
に
寄
り

添
っ
て
、
籠
め
ら
れ
た
題
意
を
育
て
る
よ
う
に
和
歌
を
詠
ん
だ
。
貴
船
社
歌

合
の
参
加
者
は
「
山
水
」
題
に
の
っ
と
っ
て
河
辺
の
神
社
の
佳
景
を
厳
か
に

歌
え
ば
よ
か
っ
た
。
Ｈ
の
隆
信
歌
を
除
い
て
全
て
の
和
歌
で
谷
川
が
詠
ま
れ

（
�
）

て
い
る
。
彼
ら
は
「
賀
茂
」
に
囚
わ
れ
ず
、
本
来
詠
む
べ
き
「
貴
船
神
社
」

の
「
山
水
」、
つ
ま
り
貴
船
の
谷
川
の
神
聖
性
を
、
題
詠
歌
と
し
て
詠
ん
だ

の
で
あ
る
。

以
上
、
第
６
節
で
は
、
大
間
茂
氏
の
学
説
も
援
用
し
て
「
御
手
洗
川
」
や

「
賀
茂
山
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
①
『
後
拾
遺
集
』
和
泉
式
部

歌
の
「
御
手
洗
川
」
は
今
の
貴
船
神
社
奥
宮
横
の
貴
船
川
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
、
②
「
賀
茂
」
と
「
御
手
洗
」
が
同
時
に
詠
ま
れ
た
場
合
の
川
は
上
賀
茂

神
社
境
内
の
御
手
洗
川
で
あ
る
こ
と
、
③
貴
船
社
歌
合
の
和
歌
二
首
が
上
賀

茂
神
社
境
内
の
御
手
洗
川
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
７
節

文
治
三
年
の
上
賀
茂
神
社

も
し
も
貴
船
社
歌
合
が
文
治
三
年
七
月
に
上
賀
茂
神
社
境
内
の
新
宮
神
社

で
催
行
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
主
催
者
は
当
然
、
当
時
の
賀
茂
社
神

主
で
あ
っ
た
賀
茂
重
保
で
あ
る
。
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賀
茂
重
保
は
、
困
難
な
時
代
の
中
に
あ
っ
て
文
化
的
・
宗
教
的
・
政
治
的

に
活
発
に
行
動
し
た
人
物
で
あ
る
。
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
一
五
日

に
は
、
経
盛
・
経
正
・
忠
度
な
ど
の
平
家
一
門
を
含
む
六
十
数
名
が
出
席
す

る
盛
大
な
「
別
雷
社
歌
合
」
を
主
催
し
た
。
そ
の
後
、
膨
大
な
和
歌
資
料
を

編
纂
し
て
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
『
月
詣
集
』
を
完
成
さ
せ
た
。
序
文

に
「
千
二
百
首
を
十
二
巻
に
わ
か
ち
て
」
と
記
す
と
お
り
大
部
な
歌
集
で
あ

っ
た
。

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
は
後
白
河
院
の
賀
茂
社
行
幸
が
あ
っ
た
。
元
木

泰
雄
氏
に
拠
れ
ば
、
後
白
河
院
は
「
賀
茂
祭
が
終
わ
っ
て
二
日
後
の
四
月
二

十
三
日
よ
り
、
賀
茂
の
下
・
上
両
社
に
五
日
ず
つ
参
籠
し
、
毎
日
、
法
華
経

百
部
を
転
読
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
清
盛
の
義
弟
平
時
忠
な
ど
、
多
く
の
公

卿
・
院
近
臣
た
ち
が
供
奉
し
て
い
た
。
清
盛
と
の
対
立
な
ど
、
政
治
的
な
危

機
が
深
ま
る
な
か
で
、
院
は
上
賀
茂
社
に
難
局
の
打
開
を
祈
っ
た
の
か
も
知

（
�
）

（
�
）

れ
な
い
。」
と
あ
る
。
こ
の
年
に
は
式
年
遷
宮
も
行
な
わ
れ
た
か
ら
、
社
殿

は
こ
の
折
に
一
新
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
一
一
月
に
は
、
即
位
し
た
ば
か
り
の
御
年
七
歳

の
後
鳥
羽
天
皇
の
賀
茂
社
行
幸
が
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
前
の
御
禊
の
た
め
で
あ

る
。「
神
主
重
保
六
十
八
歳
の
老
齢
で
、
重
保
没
年
の
五
年
前
の
こ
と
で
、

（
�
）

重
保
終
生
の
栄
誉
で
あ
っ
た
」。
行
幸
に
つ
い
て
は
『
賀
茂
注
進
雑
記
』
第

（
�
）四に
詳
し
い
。
後
白
河
院
の
行
幸
や
式
年
遷
宮
か
ら
あ
ま
り
年
月
が
経
っ
て

い
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
準
ず
る
大
規
模
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
直
後
、
文
治
二
年
一
二
月
一
日
に
は
幼
帝
に
対
す
る
「
御
書
始
め
」

が
あ
り
、
資
実
の
父
の
左
大
弁
兼
光
と
文
章
博
士
の
藤
原
光
輔
に
よ
っ
て

（
�
）

『
御
注
孝
経
』
が
教
授
さ
れ
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
同
月
一
五
日
、

兼
光
は
権
中
納
言
に
昇
進
し
た
。「
秀
才
」
で
あ
っ
た
資
実
に
も
光
が
い
っ

そ
う
強
く
当
り
始
め
た
で
あ
ろ
う
。

文
治
三
年
は
七
番
目
の
勅
撰
集
『
千
載
集
』
が
後
白
河
院
に
奏
覧
さ
れ
た

年
で
あ
る
。
最
終
的
な
奏
覧
は
翌
年
七
月
以
後
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
、

序
に
「
文
治
三
年
九
月
二
十
日
」
と
記
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
松
野
陽
一

氏
は
「
こ
の
年
九
月
や
っ
と
潔
子
内
親
王
の
斎
宮
群
行
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
、

そ
の
た
め
の
準
備
に
熱
意
を
こ
め
て
当
っ
て
い
た
（
中
略
）
保
元
以
来
の
乱

世
に
終
止
符
を
打
ち
、「
文
治
」
の
今
に
平
和
な
治
世
の
象
徴
と
し
て
「
理

（
�
）

世
撫
民
」
の
徳
を
謳
う
勅
撰
集
を
作
る
」
た
め
と
解
説
し
て
い
る
。
文
治
元

年
に
平
家
が
滅
亡
し
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
世
の
中
は
騒
然
と
し
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
政
治
や
祭
事
が
復
古
し
、
平
和
な
日
々
が
訪
れ
た
と
、
後
白
河
院

が
時
代
を
寿
い
だ
年
な
の
で
あ
る
。

平
安
後
期
の
貴
船
神
社
は
、
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
に
国
家
の
重
大
事

に
奉
幣
使
を
立
て
る
「
二
十
二
社
」
に
定
め
ら
れ
、
保
延
六
年
（
一
一
四

〇
）
に
正
一
位
の
神
階
を
与
え
ら
れ
た
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
と
し
て
朝
野

（
�
）

の
尊
崇
を
集
め
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
現
代
的
に
言
え
ば
「
怪
し
い
」

「
闇
」
の
部
分
も
持
っ
て
い
た
。
後
白
河
院
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
今
様

を
集
大
成
し
た
『
梁
塵
秘
抄
』
に
詠
ま
れ
た
貴
船
神
社
奥
宮
の
古
社
の
う
ち

「
白
専
女
」
や
「
黒
尾
の
御
前
」
は
伏
見
稲
荷
社
に
通
じ
て
狐
信
仰
と
関
係

が
あ
り
、「
吸
葛
」
は
お
そ
ら
く
蛇
や
狐
を
使
っ
た
呪
詛
も
取
り
扱
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
社
名
は
特
定
で
き
な
い
が
奥
宮
で
は
『
沙
石
集
』
巻
第
一

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

八
一



〇
末
の
和
泉
式
部
の
説
話
に
見
え
る
「
敬
愛
祭
」
と
い
う
性
的
な
秘
術
も
執

（
�
）

り
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
貴
船
神
社
は
、
出
世
や
愛
憎
な
ど
世
俗
的
な
悩

み
苦
し
み
を
抱
え
た
老
若
男
女
が
多
数
参
籠
す
る
神
社
で
も
あ
っ
た
。

前
掲
Ｔ
の
賀
茂
幸
平
歌
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
貴
船
神
社
は
上
賀

茂
神
社
社
司
に
よ
る
雨
乞
い
祭
祀
を
認
め
て
い
た
。
平
安
最
末
期
、
貴
船
神

社
は
既
に
賀
茂
社
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
あ
え
て
言
え
ば
、
賀
茂
神
主
重
保

の
掌
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
賀
茂
重
保
主
催
で
行
な
わ
れ
た
は
ず
の
貴
船
社
歌
合
は
、
騒
々

し
く
猥
雑
な
貴
船
神
社
で
は
な
く
、
後
白
河
院
や
後
鳥
羽
天
皇
の
行
幸
や
式

年
遷
宮
に
よ
っ
て
美
々
し
く
荘
厳
さ
れ
て
い
た
上
賀
茂
神
社
境
内
の
新
宮
神

社
で
挙
行
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
第
７
節
で
は
、
平
安
末
期
の
上
賀
茂
神
社
・
貴
船
神
社
の
実
態
を

検
証
し
た
結
果
、
文
治
三
年
七
月
の
貴
船
社
歌
合
が
、
喧
噪
の
貴
船
神
社
奥

宮
で
は
な
く
、
壮
麗
な
上
賀
茂
神
社
境
内
の
新
宮
神
社
で
催
行
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

お
わ
り
に

文
治
三
年
貴
船
社
歌
合
の
歌
人
た
ち
の
多
く
は
か
つ
て
の
歌
林
苑
の
会
衆

で
あ
り
、
賀
茂
重
保
編
『
月
詣
集
』
の
作
者
で
も
あ
っ
た
。「
山
水
」
題
は

形
式
的
な
詠
作
の
場
で
あ
る
「
渓
谷
の
古
社
貴
船
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た

懐
か
し
い
歌
題
の
復
活
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
山
水
」
題
を
生
か
し
て
貴
船
川
の
涼
景
を
巧
み
に
詠
ん
だ
歌
人
も
い
た

が
、「
神
山
の
峰
の
滝
」「
賀
茂
山
の
谷
の
御
手
洗
」
と
い
う
言
葉
が
明
示
し

て
い
る
よ
う
に
歌
合
の
場
は
上
賀
茂
神
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
「
貴
船
神
社
（
新
宮
神
社
）」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
歌
合
の
主
催
者
賀
茂
重
保
の
子
や
孫
の

誰
か
が
、
こ
の
年
に
貴
船
神
社
の
祝
や
禰
宜
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
も
な

（
�
）い。
歌
壇
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
は
言
え
、
高
齢
の
重
保
に
新
し
い
歌

集
の
企
画
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
何
か
格
別
の
思
惑
が
あ
っ
て
貴
船
社

歌
合
が
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
当
該
歌
合
の
資
料

は
散
佚
し
、
全
体
像
は
よ
く
見
え
な
い
。
こ
の
謎
の
解
明
に
つ
い
て
は
今
後

も
継
続
的
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
本
稿
で
は
貴
船
社
歌
合
の
表
現
に
つ
い
て
十
分
に
考
察
す
る
余
裕

が
な
か
っ
た
。
今
後
は
各
歌
の
歌
語
の
検
討
や
先
行
歌
の
享
受
な
ど
を
丁
寧

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
実
の
和
歌
で
は
、
他
の
和
歌
と
の
比
較

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
つ
ま
ぎ
（
爪
木
）」
の
語
誌
、
神
祇
歌
に
お
け
る

「
し
づ
（
賤
）」
の
用
法
な
ど
の
考
証
を
通
じ
て
、
貴
船
社
歌
合
の
一
首
と
し

て
の
認
定
を
目
指
す
つ
も
り
で
あ
る
。
隆
信
歌
に
は
内
容
上
不
審
な
点
が
あ

る
。
二
人
の
和
歌
に
関
し
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

注（
１
）
萩
谷
朴
編
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
全
一
〇
冊
、
自
刊
、
一
九
五
七

〜
一
九
六
九
年
。
一
九
七
九
年
に
同
朋
舎
が
復
刊
。

（
２
）『
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二

年

八
二



（
３
）『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年

（
４
）『
公
卿
補
任
』
第
一
篇
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
七
九
年
）
五
四
七
頁
、
お
よ
び
同
書
第
二
篇
（
一
九
七
七
年
）、

三
四
頁
。

（
５
）
簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』（
簗
瀬
一
雄
著
作
集
一
）
加
藤
中
道
館
、

一
九
七
七
年
。

（
６
）
村
瀬
敏
夫
「
平
安
歌
壇
に
お
け
る
歌
林
苑
の
位
相
」『
国
文
学
』
第

９
巻
第
９
号
、
学
燈
社
、
一
九
六
四
年

（
７
）
石
川
暁
子
「
歌
林
苑
を
め
ぐ
る
歌
人
た
ち
」（『
和
歌
文
学
研
究
』

第
五
〇
号
、
一
九
八
五
年
）
に
は
歌
林
苑
歌
会
に
お
け
る
歌
題
が
集

成
さ
れ
て
お
り
、「
月
照
山
水
」
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）「
神
山
」
を
「
み
わ
や
ま
」
と
読
む
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
中

西
進
校
注
『
万
葉
集
』（
講
談
社
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）

で
は
当
該
部
分
を
「
か
む
や
ま
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
９
）『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九

九
四
年
四
月

（
１０
）
建
内
光
儀
『
上
賀
茂
神
社
』
学
生
社
、
二
〇
〇
三
年

（
１１
）
嵯
峨
井
建
「
貴
船
神
の
正
体
は
ほ
ん
と
う
に
呪
詛
神
な
の
か
」『
京

都
魔
界
め
ぐ
り
』（
別
冊
宝
島
Ｅ
Ｘ
）
宝
島
社
、
一
九
九
四
年

（
１２
）『
梁
塵
秘
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
小
学
館
、
二
〇
〇
〇

年

（
１３
）
鴨
長
明
著
『
無
名
抄
』「
せ
み
の
を
川
事
」（『
歌
論
集

連
歌
論

集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
は
、

長
明
が
顕
昭
に
「
石
川
せ
み
の
小
川
」
と
は
「
賀
茂
河
の
異
名
な

り
」
と
語
っ
た
と
あ
る
。
賀
茂
社
内
部
で
河
川
の
異
名
が
多
数
伝
承

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
１４
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
五
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年

（
１５
）
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年

（
１６
）
大
間
茂
「
神
山
小
考
」『
神
道
史
研
究
』
第
三
四
巻
第
二
号
、
一
九

八
六
年

（
１７
）
鎌
倉
時
代
の
用
例
と
し
て
、
①
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
成
立
の

『
正
治
後
度
百
首
』
に
宮
内
卿
の
「
貴
船
川
滝
つ
岩
根
に
散
る
玉
や

や
は
ら
げ
て
す
む
光
な
る
ら
ん
」（
八
五
三
番
）
と
、
②
文
応
元
年

（
一
二
六
〇
）
以
降
成
立
の
『
為
家
五
社
百
首
』
に
「
貴
船
川
蛍
乱

れ
し
滝
つ
瀬
に
玉
散
る
ば
か
り
降
る
あ
ら
れ
か
な
」（
四
〇
九
番
）

が
見
出
せ
る
。
前
者
が
和
光
同
塵
の
和
歌
で
あ
り
、
後
者
が
賀
茂
社

奉
納
の
た
め
の
和
歌
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
も
に
注
目
に
値
す
る
こ

と
で
あ
る
。

（
１８
）
藤
原
隆
信
の
和
歌
に
関
し
て
、
萩
谷
氏
は
、
貴
船
社
歌
合
に
「
山

水
」
題
以
外
に
「
月
」
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
１９
）
元
木
泰
雄
「
源
平
争
乱
期
の
上
賀
茂
社
」『
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し

ろ
・
ま
つ
り
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年

（
２０
）
注
１０
に
同
じ
。
次
の
遷
宮
は
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
に
行
な
わ

れ
た
。

（
２１
）
保
坂
都
『
賀
茂
氏
の
歌
人
群
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
三
年

（
２２
）『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
。

貴
船
社
歌
合
は
上
賀
茂
神
社
で
詠
ま
れ
た

八
三



大
間
茂
・
所
功
編
「
賀
茂
社
関
係
古
伝
集
成
」『
京
都
産
業
大
学
日

本
文
化
研
究
所
紀
要
第
６
号
別
冊
付
録
』
二
〇
〇
〇
年
。

（
２３
）
樋
口
芳
麻
呂
『
後
鳥
羽
院
』
集
英
社
、
一
九
八
五
年

（
２４
）『
千
載
和
歌
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
九

三
年

（
２５
）
窪
寺
紘
一
「
貴
船
神
社
」『
歴
史
読
本
』
第
四
八
巻
第
一
〇
号
、
新

人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年

（
２６
）『
沙
石
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年

（
２７
）「
賀
茂
社
家
系
図
」『
神
道
大
系

神
社
編

賀
茂
』
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
八
四
年

（
追
記
）「
貴
船
社
歌
合
」
に
つ
い
て
は
安
井
重
雄
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

安
井
氏
や
小
林
強
氏
、
吉
原
克
幸
氏
と
二
十
年
ほ
ど
続
け
た
「
自
讃
歌
孝

範
注
輪
読
会
」
に
参
加
し
な
か
っ
た
ら
、
本
稿
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
長

年
に
わ
た
り
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
取
一
馬
先
生
（
龍
谷
大
学
教

授
）
は
じ
め
、
会
の
メ
ン
バ
ー
の
学
恩
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
特
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
四
〜
二
六
年
度
の
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

・
課
題
番
号
２
４
５
２
０
２
４
８
「
貴
船
神
社
の
文
学
と
歴
史
」
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
み
う
ら
・
し
ゅ
ん
す
け

本
学
非
常
勤
講
師
）

八
四




